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北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
３
月
１

日
か
ら
４
日
に
か
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問

し
、
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
３
世
大
統
領
と
会

談
し
た
ほ
か
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
実
施
中
の

J
I
C
A
事
業
の
起
工
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ア
キ
ノ
大
統
領
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
影

響
地
域
に
対
す
る
J
I
C
A
の
支
援
に
謝
辞

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
包
括
的
和

平
合
意
が
次
期
政
権
で
も
継
続
さ
れ
、
早
期

に
新
自
治
政
府
の
基
礎
と
な
る
バ
ン
サ
モ
ロ

基
本
法
が
成
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。

加
え
て
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
「
南
北
通
勤
鉄

道
事
業
」
な
ど
に
言
及
し
、
同
国
の
持
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
不
可
欠
だ
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
北
岡
理
事
長
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
北

コ
タ
バ
ト
州
ア
ラ
マ
ダ
町
を
訪
問
し
、
無
償

資
金
協
力
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
影
響
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
計
画
」
に
基
づ
い
て
整
備
・

改
修
が
行
わ
れ
る
道
路
の
起
工
式
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
村
と
市
場
を
つ
な
ぐ
道

路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
の
輸
送
効

率
の
改
善
や
、
住
民
の
生
活
改
善
を
目
指
す

も
の
で
す
。さ
ら
に
、利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、

地
域
の
ム
ス
リ
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
先
住

民
族
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
集
落
間
の
往
来

が
増
え
、
宗
教
を
超
え
た
平
和
的
共
存
に
寄

与
す
る
事
業
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

北
岡
理
事
長
は
起
工
式
で
、
こ
れ
ま
で
の

和
平
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
の
平
和
定
着
の
た
め
に
J
I
C
A

が
現
地
の
人
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

続
け
て
い
く
こ
と
を
表
明
。
バ
ン
サ
モ
ロ
開

発
庁
の
モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
コ
ブ
事
務
局
長
は
、「
待

ち
望
ん
で
い
た
事
業
の
起
工
式
を
迎
え
ら
れ

て
夢
が
か
な
っ
た
」
と
喜
び
を
表
し
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
継
続
と
経
済
社
会
開
発
の
推
進

に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
岡
理
事
長
は
、
モ
ロ
・
イ
ス

ラ
ム
解
放
戦
線
（
M
I
L
F
）
の
ジ
ャ
ー
フ

ァ
ー
第
一
副
議
長
ら
と
も
会
談
し
、
今
後
の

課
題
や
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
を
訪

れ
、
過
去
に
供
与
し
た
通
信
シ
ス
テ
ム
や
設

標
船
な
ど
を
視
察
し
、
日
本
に
よ
る
長
年
の

協
力
が
同
国
の
海
上
保
安
能
力
強
化
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

北岡理事長がフィリピンを訪問　平和定着の重要性を再確認 01

03フィジーのサイクロン被害に国際緊急援助
　

２
月
20
日
に
フ
ィ
ジ
ー
に
上
陸
し
た
大

型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
」
の
被

害
に
対
し
て
J
I
C
A
が
供
与
し
た
緊
急

援
助
物
資
が
同
国
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

緊
急
援
助
物
資
の
第
一
便
は
、
２
月
26

日
に
同
国
西
部
の
ナ
ン
デ
ィ
空
港
に
到

着
。
翌
27
日
午
前
11
時
よ
り
、
同
空
港
で

物
資
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引

き
渡
し
式
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
側
か
ら
マ
ナ

サ
・
タ
ン
ギ
ザ
キ
ン
バ
ウ
西
部
行
政
区
長

官
が
、
日
本
側
か
ら
は
、
中
郡
錦
蔵
在
フ

ィ
ジ
ー
日
本
国
臨
時
代
理
大
使
と
澤
田
寛

之
J
I
C
A
フ
ィ
ジ
ー
事
務
所
長
ら
が
出

席
し
て
い
ま
す
。

　

中
郡
臨
時
代
理
大
使
は
引
き
渡
し
式

で
、
被
災
者
に
対
す
る
お
見
舞
い
の
言
葉

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
人
々
が
安
定
し

た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
願
う
旨
を
述

べ
ま
し
た
。
一
方
、
タ
ン
ギ
ザ
キ
ン
バ
ウ

西
部
行
政
区
長
官
は
、
迅
速
な
支
援
に
感

謝
し
、
物
資
を
計
画
的
に
配
布
し
て
い
く

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
回
供
与
し
た
援
助
物
資
は
、
同
国
の

国
家
災
害
管
理
局
と
災
害
対
策
本
部
を
通

じ
て
、
被
災
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

02　モロッコでインクルーシブな農業振興を支援
　

J
I
C
A
は
3
月
4
日
、
モ
ロ
ッ
コ
政
府
と

の
間
で
「
緑
の
モ
ロ
ッ
コ
計
画
（
農
業
セ
ク
タ

ー
改
革
）
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
対
象
に

1
6
3
億
4
7
0
0
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借

款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

モ
ロ
ッ
コ
経
済
に
お
い
て
農
業
は
重
要
な
セ

ク
タ
ー
で
す
が
、
多
く
は
雨
水
に
頼
る
小
規
模

農
家
で
、
干
ば
つ
時
に
は
収
穫
量
が
通
常
の
半

分
程
度
に
落
ち
込
む
な
ど
、
生
産
高
は
不
安
定

で
す
。
加
え
て
、
地
方
農
村
部
は
、
同
国
の
貧

困
人
口
の
大
半
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

層
の
雇
用
創
出
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ（
包
摂
的
）

な
農
業
振
興
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
調
印
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
2
0

年
を
目
標
に
同
国
政
府
が
進
め
る
「
緑
の
モ
ロ

ッ
コ
計
画
」
に
て
定
め
ら
れ
て
い
る
２
つ
の
目

標
の
う
ち
、「
小
規
模
農
家
の
経
済
シ
ス
テ
ム

へ
の
参
加
促
進
」
を
政
策
改
革
支
援
型
の
円
借

款
を
通
じ
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。
若
年
層
、

女
性
な
ど
の
経
済
参
画
を
促
す
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
農
業
振
興
を
図
り
、
持
続
的
な
経
済
成
長

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
構
築
さ
れ
た
複

数
の
協
力
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
、
J
I
C
A
は

引
き
続
き
同
国
の
農
業
セ
ク
タ
ー
改
革
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。 

引き渡し式の様子（左から中郡臨時代理大使、タンギ
ザキンバウ西部行政区長官、澤田所長）

署名を取り交わす戸島モロッコ事務所長（左）とブーサ
イド経済・財政大臣（中央）

ミンダナオの道路起工式典でスピーチを行う北岡理
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な
か
ぐ
ん
き
ん
ぞ
う


